













The morphosis and consideration for the regenaration of newer bay area of Tokyo 
-study from the examples of European waterfront cities- 
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街路:石川島:北西から南東にかけての幅員 15m４車線	 	 	 	 	 	 	 	






埋立:隅田川口改良工事第一期第 2 〜5 号地           
      (1906~1913)、 
    第二期第 1〜6 号地 (1911~1920)、第三期第 1・2 号  
    地 (1922~1933) (いずれも土砂埋立) 
目的:東京湾整備のための浚渫土処理  
街路:海岸 1〜3 丁目:芝浦運河に沿うように主要地方道  
    日本橋芝浦大森線、3 丁目中央南北にレインボーブ  
    リッジ、その左右は方位に対して平行垂直  
     (250*50m グリッド )  
    芝浦 1 丁目:海岸線に対して平行垂直グリッド  
    芝浦 2 丁目:芝浦運河に平行垂直グリッド 
    西芝 1・2 丁目:海岸線に沿って 2 車線道路  
    西芝 3 丁目:旧海岸通に平行垂直不均等グリッド  
    西芝 4 丁目:旧海岸通に平行垂直グリッド 
              (約 200*150m)  
 鉄道:JR 田町駅、芝浦ふ頭駅、日の出駅、 
     竹芝駅(ゆりかもめ) 
c)品川 
 埋立:目黒川改修工事(土砂埋立。竣工:1925 年)  
目的:倉庫・宅地造成(天王洲)、工場・宅地造成(東品川)     
街路:天王洲:第四台場と元の海岸線に垂直  
    東品川:海岸線 
役割:オフィス・商業ビル、住居  
鉄道:天王洲アイル(東京モノレール、りんかい線)、 
     品川シーサイド駅(りんかい線) 
d)月島 
埋立:1883 − 1896 年の東京湾澪浚計画(土砂埋め立て) 
防潮堤:棚式防潮堤 
目的:浅瀬の東京湾の港湾整備のため。職住地域目的。   
街路:中央に二十間道路(近代)+一丁街区と路地(江戸)   
役割:工業地域(清澄通り東半部、隅田川沿い一帯、 
    北端部)と住環境 商業地域(清澄通り西半部、 
    とくに第一号埋立地の西河岸一帯)と住環境  
    水産埠頭(豊海町) 
鉄道:一号地・・・・・月島駅(有楽町線)  
    二・三号地・・・勝どき駅(都営大江戸線) 
 
e)晴海 
埋立 :1883 − 1896 年の東京湾澪浚計画第 4 号埋立地         
      ( 土砂埋め立て ) 
防潮堤 : 棚式防潮堤 
目的 : 浅瀬の東京湾の港湾整備のため。 
      明確な埋立用途はなかったのかもしれないが、 
      市庁舎計画・万博など大きな計画が多かった。  
街路 : 中央に二十間道路 ( 近代 )+ 月島に合わせた 
       晴海道路など計 3 本+後から使いやすくするた    
       めにか 3丁目を芝浦ふ頭と同じくらいの規模に 
       細分化  
役割 : 倉庫、運送業オフィス、高層マンション、 
      トリトンスクエア 
鉄道 : 島内にはない。勝どき駅(都営大江戸線)、 






     埋め立て(1930 年竣工 )。 
	 	  隅田川口改良工事の中央区豊洲第 5 号埋立地。  
	 	 	 (竣工 1961 年)  
目的:工場とその労働者の住居(北部)、  
	 	 石炭埠頭とガスのエネルギー埠頭(南部)  
街路:長手方向に 50m 幅の晴海通り(国道 304 号線)と	  
	 	 それに垂直に朝凪橋(枝川ー豊洲)から降ろして 
	 	 きた道路、その他全ての辺について垂直になる 
	 	 ように道路が取られている。  
役割:(北西)石川島播磨造船所 →ららぽーと・ 
	 	 	 芝浦工業大学・結婚式場・マンション  
	 	  (北東)戸建・団地・アパート→住環境(高層 
	 	 マンション・団地)  
      (南埠頭)石炭・鉄鋼埠頭→豊洲新市場・変電所  
鉄道:有楽町線豊洲駅、ゆりかもめ豊洲駅  





埋立:隅田川改良工事の第 3 期第 6 号埋立地  
     東京港修築事業計画から東京港改訂港湾計画 
     (竣工 1965 年)  
防潮堤:棚式護岸と緩傾斜式防潮堤(親水公園以南)、 
       棚式防潮堤  
目的:工場とその労働者の住居(北部)、  
     貿易埠頭・再開発(南部)   
街路:北の運河付近と首都高速湾岸線の以外は主要軸に   
     合わせて垂直平行に道が通される。  
     中央に晴海通り(道路幅 50m) が南北に通る 
役割:(北東以外のガワ)運送業 
    (北東のガワ)タワーマンション 
    (北西)倉庫や運送業  
    (北東)キャナルコートと高層マンション 
    (有明との接続部)都営アパートと教育機関 
    (南)運送業・バス車庫 
    (南のガワ)駐車場 
鉄道:りんかい線 東雲駅 (島の中心からは辰巳駅と 





埋立:東京港修築事業計画 (竣工 1969 年。浚渫土+関東 
     大震災 瓦礫埋立 )  
     南は東京港改訂港湾計画 により 1965 年竣工  
目的 : 貯木場 ( 北端 )、貿易埠頭 ( 南部 )、宅地 
街路 : 防波堤に垂直平行。北部中心を首都高速湾岸線。 
       晴海から防波堤に垂直に環二通り。北部南端に  
       国道 484 号線が防 波堤に平行に走る。 
役割 :( 北 ) 有明テニスの森、その他迷走中 
     ( 南  ) 鉄鋼埠頭、倉庫、ビッグサイト、商業ビ
ル 
鉄道:有明テニスの森駅(ゆりかもめ)、 
     有明駅(ゆりかもめ)、 国際展示場正門前駅(ゆり   





埋立:隅田川口改良第 3 期工事第 7 番 
	 	 目埋立地(江東区 





    ガワに高層マンション、アンコに 
	 	 都営団地の西側、    
    ガワに配送・貿易業、アンコに公園やスポーツ施 





埋立:東京港修築事業計画 (1939 年まで。浚渫土 )  
     生ごみ処理(1957-1967 年) 










埋立 : 東京市飛行場計画(1939-1941 年)東京港改訂 
       港湾計画、 東京港第 2 次改訂港湾計画 
       (竣功 1982 年) 
目的 : 再開発用地、処理施設用地、貯木場 
街路 : 
役割 : 貯木場、木材関連施設、倉庫、運送業、 





埋立 : 品川台場計画(1853-1854 年)東京港第 2 次改訂 
      港湾計画(竣功 1971 年) 防潮堤 : 
目的 : 埠頭用地・商業用地 
街路 : 防波堤に垂直平行。北部中心を首都高速湾岸線   
       が通る。晴海から防波堤に垂直に環二通り。 
       北部南端に国道 484号線が防波堤に平行に走る。 
役割 : 貯木場、木材関連施設、倉庫、運送業、 





埋立 : 東京港改訂港湾計画 (竣工 1993 年) 防潮堤 : 
目的 : 埠頭用地、再開発用地  
街路 : ゲートブリッジより西は方位に水平垂直な 
      グリッド  
役割 : コンテナ集積地、海浜公園、ゴルフ場、 







































































































































図 14 水際の集合住宅 
 
(3) ハンブルグ	
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